














筆者は東北タイのヤ ソ トンの三角枕のことをこの数年調べてきた㌔ しか し、東南アジアを伝
統産業 というキーワー ドで切 るということは筆者の守備範囲か ら考えても不可能である。それ
はタイ以外の東 南アジアのことにも、また東南アジア以外の地域のことにも詳 しくないか らで
あ り、タイで見 られ る現象が普遍的に見 られ る現象かもしれないか らである。そこで、 ここで
はタイや 日本の伝統産業 から考えたことについて述べてみたい。
伝統産業の定義
まず 「伝統産業」の定義を考えてみ たい。広辞苑には 「伝統産業」 という言葉は載 っていな
い。 日本語大辞典にも 「伝統産業」はないが 「伝統工業」はあ り、「在来工業」参照 とあ るので、
そちらを見 ると 「江戸時代以前か ら続いている土着的な工業。和紙、刃物、漆器など手工業 的
な家内工業が多い」 となっている。ついでに広辞苑の 「在来工業」を見 ると 「明治以後 に西欧
から移植された近代工業 に対 して、明治維新前に国内に発達の起源をもつ工業の称。手工業的
技術が うけっがれ、多 く陶磁器 ・織物などの生産に見 られ る」としている。さらに手元に宗藤 ・
黒末(参 考文献参照)が あるのでそれ を参照すると 「伝統産業は、封建社会 さらにはそれ以前
の社会の狭陰な市場の制限のゆえに、生産は生産物の量よ り質に重点がおかれ ることによ り、
その生産 方法 ・技法が経験 と勘によって錬磨され、秘伝的なものに結晶せ しめられ、独特の工
芸的な生産物を生み出 し、 これを脈 々と承け伝えている産業である。.....これ ら伝統産業は、
資本制生産社会が成 立す るにおよんで市場は無制限的に拡大 してゆき、生産 は生産物の質中心
より量的増大に力点が移 り、経験や勘 にたよる手工的な生産方法よ り自然科学の意識的適用に
依拠 した生産方法による大規模 な樵械制大工業、すなわち近代産業に推転 を遂げるのである」
と記 している。
1ヒ総合的地域研知 第1.4号、1996年9月 掲載。
2一 部 は 『総合 的地 域研 究』 第9号 、1995年6月 「タ イの経 済発展 と農 村 間分 業 の形成:
ヤ ソ トン県の三 角枕 の 事例 」で すで に紹 介 した。よ り詳 しくは"gxpansi。nofCot毛ageIndustry
inNortheastThailand:TkeCaseofTriangularPillowinYasothonProvince"『東 南ア ジ
ア研 究』33巻4号1996年3月 を参 照 してい た だ きたい。
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大衆品 と高級 品
日本語大事典や広辞苑の定義では近代に西洋から入 って きた ものに対 して昔か ら存在 した工
業 という前近代性 にポイ ン トがあるが、宗藤 ・黒末では工芸という芸術性の方 に力点がある。
しか し、 これ らの定義では伝統産業が変化するものであるとい うことが捉え られない。伝統産
業には、生活必需品として大量生産化 してい くという方向と、少量生産で芸術性を高めてい く
という方向があ る。例 えば、イ ン ドネシアのパテ ィヅクは手描 き技法による少量生産の高級品
と、スタンプによる廉価な大量生産品とに分化 してい く(関本参照)。より一般的には、安い原
材料を使い、機械化 して大量生産 し安い価格で売 る大衆品と、少量生産 を徹底 させて芸術品の
域 まで高め られ高価な値段で売 られ る芸術品 とに分かれて進化 してい く。 この ような現象はバ
テ ィヅクの他に、 日本でも南部鉄器など広 く見 られ るところである。
このような分化が起 こるのは 「非伝統産業」すなわち近代産業の競争圧力が掛かって くるか
らである。近代的生産では低価格ではあ るが質もそ こそこというものが作 られ る。伝統産業が
生 き残 るためには、技術導入 ・革新や機械化 をして価格 ・質ともに近代工業に負けないもの を
っ くることが必要となる。 しかも低価格化 には大量生産が付 き物であるので大衆化 もする。上
述のイ ン ドネ シアの大衆向けのパテ ィヅクは この例である。定義に戻 ると、 こめような大衆品
は 「近代 的」生産方法を用いているので、「伝統産業」ではないのかも しれない。
しか し、伝統産業がこのような低価格化に成功することはそれほ ど多 くはない。大抵は安価
な輸入品が入 ってきて大衆消費向けの伝統産業は破壊される。経済史的に伝統産業は近代化、
植民地化 とともに輸入 品との競争 に敗れ衰退 していったと考 えられている。これは大衆消費用
の伝統産業 が育たなかった と解釈で きる。ところで、伝統産業が破壊され るとい う現象は とん
なプロセスを辿ったのだろうか。輸入品を購入するということは、それが 自発的な交換である
限 り人々にとってはメ リヅ トのあ る交換 である。 自由貿易論的に考えると、 これは人々の効用
水準の上昇 を意味 し、好ま しいことになる。 自由貿易に強制的に巻き込 まれた としても国民の
生活水準 を上昇させたのは、短期的には好ま しいとという議論も成立す る。ただ し、 この議論
は、人々に とっては本当に自発的な選択であったのか、長期的にも望 ましいものなのか、慎重
に検討 しなければな らない。
植民地支配 を自由貿易主義と見なし、現代のグローバル化 にともな う自由貿易化がその再現
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であるとする説があるが、 これは歴史的経路依存性 〔pathdependence}の問題 を無視 している。
伝統産業 との関連で言えぱ、一旦破壊された伝統産業は再興するのは容易ではない。技術 が失
われて しまったからであ る。伝統産業が工業化の芽であったとすると、自由貿易はそれを摘み
取って しまったことを意味する。それを再興するためには輸入代替工業化 という途上国経済 に
とっては重い負担 を背負 うことになったのである。 自由貿易は、工業化 という観点か らは長期
的にはマイナスに作用 した。
さて、大衆消費用が輸入品によって破壊 された後 に伝統産業が生 き残れ るのは高級品の分野
である。希少価値 を持っために高い価格 で売ることができるか らであ り、その規模は極 めて小
さ くな る。これが伝統産業 に芸術性 を与える理由であ る。ただ し、この分野でも生産技術の 「近
代化」が起 こらないわけではない。例えば、西陣織は明治の初期 に西洋か らの技術を導λ して
いる。
伝統産業が生 き残 るもう一っの道は市場経済から遮 断されていることであ る。織物 の産地 を
求めて北タイや東北タイを歩いているとき、 しばしば文化人類学者が研究対象 とする村に辿 り
着いた。それ らは少数民族 の村であ り、文化人類学者の研究対象と一致 したのであ る。伝統的
織物はこの ような少数民族の村 に残っているのだが、これ らの村はある程度外部か ら誼 断され
ていたから残 ったのであ ろう。あ るいはその布に込め られた特別な意味が生 き残 っているか ら
かもしれない。逆に言えば、伝統産業が消えてい くのはその意味が時代に合わな くなって くる
か らであ ろう。
少数民族の村に限らず とも交通の不便な ところにある村ではいまだに 自給用の伝統産業が残
っているところがあ る。 しか し、交通の便が良 くなるのに連れてそれも減 ってきているようで
ある。
国境 も伝統産業 を守 る役割 を果 たす。ラオスや ビルマを例 に挙げよう。ラオスでは女性のス
カー トは伝統的織物を用いた 「シン」と呼ばれ るものをはいている。ビルマの場合には同様 の
「ロンジー」をはいてい る。これ らの国の様子は西洋化 して しまったタイと比べると印象的で
ある。この ような現象は、閉鎖的な経済体制を採ってきたこと、所得水準が低 いこと、な どの




心都市に集中 しているため地域格差が広が り、 この間題を解消 するために地域振興策の一っ と
して行われてい ることが供給側の要因であ る。一方、需要側(消 費者側)の 理 由は、都市の人々
がそれ を求め始めたということである。週末に地方の産地に出かけて買い物 をす るというのが
盛んにな ってい る。都市生活が グローバル化 というのが普逓化への流れであるとすると、それ
に抗するために民族固有のものを求めている動きがであると考えられよう。
このような変化に対応 しようとして農村内には様 々なグループがで き、政府がそれを資金 ・
情報 ・技術な どの面で支援をしている。例 えば、技術研修センターのようなものを作 り技術 の
普及に努めた りしている。民間の間でも自発的に技術の習得に努めている。ヤソ トンの三角枕
は シータ ン村 を中心に生産されているが、 この村の人たちは他 の村に呼ばれ三角枕の作 り方を
教えに行ってい る。織物についても少数 民族の村に行って教えてもらうというようなことが行
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